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イ
ギ
リ
ス
に
於
け
ろ
書
誰
法
の
改
正

（
噌
）

峯

書』ε

拝

治

三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
　
し
　
瀞
　
者

　
一
九
三
八
年
匠
月
に
イ
ギ
リ
ス
に
於
て
繧
纏
盟
法
に
封
し
大
な
る
攣
軍
を
來
し
た
法
律
が
制
定
さ
れ
た
。
之
が
即
ち
噛
護
挫
法
を
修
正
す
る
淡
律
』

処
あ
る
o
以
下
に
紹
介
し
よ
5
と
す
る
の
ほ
こ
の
淡
律
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
つ
て
、
”
o
一
B
鳥
響
器
譲
及
ぴ
P
墨
9
ぎ
爾
氏
の
爽
著
．
、
↓
冨

煽
議
象
匿
o
）
3
岩
鵠
．
．
に
櫨
つ
た
o
木
文
中
例
へ
ぱ
崇
岸
二
八
四
頁
と
あ
る
ほ
．
拙
蔚
イ
ギ
リ
ス
舗
櫨
法
研
究
五
八
四
買
を
堂
味
し
、
外
國
の
著

者
名
め
み
を
記
戯
し
た
る
も
の
に
付
て
ほ
同
雀
審
考
書
”
賢
表
を
滲
照
せ
ら
れ
た
い
o
た
”
0
8
筏
・
だ
け
ほ
第
★
腹
に
挨
る
こ
と
蕊
し
た
。
最
初

に
先
づ
一
九
三
八
無
法
（
本
交
で
ほ
瞬
滅
と
爾
す
る
こ
と
も
す
る
）
の
正
文
を
掲
げ
．
次
に
之
に
關
す
る
競
明
緯
移
る
こ
と
紮
し
よ
う
o

（89り

　
　
　
　
口
九
三
八
銀
幽
覗
罎
法
（
団
く
鍔
の
醤
o
＞
9
勉
峯
o
o
o
o
、
一
欝
勧
O
o
9
⇔
噸
9
団
o
o
。
）

鐙
縷
怯
を
修
正
す
る
法
律
（
＞
旨
＞
R
8
貰
御
窪
＾
＝
ぎ
い
鈴
一
く
乳
穿
、
竃
畠
R
）
Ω
九
三
八
年
五
月
二
予
六
日
〕

係
孚
專
賓
に
付
て
の
書
艦
の
認
容
性

　
　
　
　
イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
書
謹
法
の
改
距
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
晃



（892）

　
　
　
　
イ
ギ
，
λ
に
於
け
る
欝
誕
法
の
改
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
〇

第
鰯
條
（
一
）
　
或
る
事
實
の
直
接
ロ
頭
鐙
蝶
が
認
容
せ
ら
る
、
民
事
訴
訟
に
於
て
は
、
或
る
者
に
依
♪
文
書
中
に

　
　
　
爲
さ
れ
た
る
陳
蓮
k
し
て
當
該
事
貧
を
確
定
す
べ
き
も
の
は
、
共
文
書
の
原
本
を
提
出
す
る
k
於
て
は
、
以

　
　
　
下
の
條
件
を
具
備
す
る
揚
合
、
之
を
共
事
實
の
鐙
篠
ε
し
て
認
窓
す
べ
し
。
即
ち
、

　
　
　
　
（
i
）
陳
蓮
者
（
月
膏
碁
塾
巽
o
コ
冨
魯
落
G
馨
葺
）
が

　
　
　
　
　
（
a
）
　
陳
述
に
依
ウ
取
扱
は
れ
セ
る
事
項
に
付
き
之
を
親
し
く
知
畳
し
た
る
ε
き
、

　
　
　
　
　
（
b
）
　
問
題
た
る
文
書
が
繊
綴
的
記
録
．
（
潮
8
鼠
壼
o
暴
2
8
三
）
定
稔
せ
ら
る
、
記
録
な
る
か
、
叉

　
　
　
　
　
　
は
共
一
部
を
爲
す
も
の
な
る
揚
合
に
於
て
、
共
陳
述
（
之
に
依
つ
て
取
扱
は
る
、
事
項
が
陳
述
者
の

　
　
　
　
　
　
親
し
ぐ
知
畳
せ
ざ
る
限
う
に
於
て
は
）
を
、
之
等
箏
項
を
親
し
く
知
畳
し
、
叉
は
知
畳
す
る
を
相
嘗

　
　
　
　
　
　
な
ウ
ピ
思
考
せ
ら
る
、
者
k
依
つ
て
陳
述
者
に
興
へ
ら
れ
た
る
報
告
を
記
録
す
る
義
務
履
行
上
に
於

　
　
　
　
　
　
て
爲
し
た
る
ピ
き
、
・
及
び

　
　
　
　
（
脚
縫
）
陳
蓮
者
が
訴
訟
に
於
て
置
人
建
L
て
呼
出
さ
れ
た
る
せ
き
。

　
　
　
　
但
陳
遮
者
は
鐙
人
ε
し
て
呼
出
さ
る
べ
き
も
の
な
る
こ
冠
の
條
件
は
、
陳
述
者
が
死
亡
し
た
る
ピ
き
、
共

　
　
　
身
騰
的
叉
は
精
紳
的
状
況
の
理
由
k
因
う
鐙
人
ε
し
て
出
麺
す
る
こ
ピ
が
不
適
當
な
る
ε
き
、
海
外
に
在
う

　
　
　
其
出
廷
を
確
保
す
る
こ
ε
は
之
を
適
當
に
實
行
し
得
ざ
る
ε
き
叉
は
彼
を
駿
見
す
ぺ
き
相
常
な
る
努
力
失
敗



（893）

に
終
う
た
る
ご
き
に
は
、
之
を
具
備
す
る
こ
建
を
要
せ
ず
。

　
（
二
）
　
如
何
な
る
民
纂
訴
訟
に
於
て
も
、
裁
鋼
所
は
其
訴
訟
の
如
何
覆
る
縄
魔
π
る
を
問
は
ず
、
皐
件
の

総
て
の
釈
況
を
考
慮
し
不
當
の
逼
延
ピ
費
用
ε
を
生
ず
る
竜
の
と
確
信
す
る
ε
き
は
、
次
の
如
き
場
合
k
於

て
も
、
本
條
第
一
項
に
於
て
定
あ
ら
れ
た
る
が
如
き
陳
蓮
を
鐙
櫨
ε
し
て
認
容
す
べ
き
こ
ご
を
命
じ
得
べ
く
、

叉
は
か
、
る
命
令
を
爲
す
こ
と
な
く
、
か
、
る
陳
述
を
詮
襟
ビ
し
て
認
溶
す
る
こ
ε
を
程
。

　
　
（
a
）
　
陳
蓮
潜
を
利
川
し
得
る
竜
鐙
人
ピ
し
て
呼
出
さ
れ
ざ
る
揚
合
。

　
　
（
も
）
　
文
書
の
原
本
が
提
出
せ
ら
れ
ざ
る
も
」
其
楊
合
R
從
μ
、
或
は
之
k
代
う
共
謄
本
が
提
出
せ
ら

　
　
　
れ
、
或
は
命
令
k
特
定
せ
ら
れ
た
る
が
如
き
叉
は
裁
鋼
所
が
髄
認
す
る
が
如
き
方
法
に
依
む
典
眞
實

　
　
　
な
る
謄
本
詫
る
こ
ピ
を
醗
朋
せ
ら
れ
セ
る
原
本
の
重
要
部
分
の
謄
本
が
提
出
せ
ら
れ
泥
る
揚
合
。

　
（
三
）
　
本
條
に
定
む
る
と
こ
ろ
は
、
陳
蓮
が
確
定
し
碍
べ
き
事
實
k
付
て
の
醗
を
包
含
す
る
訴
訟
が
繋
勝

し
叉
は
豫
期
せ
ら
れ
た
る
嘗
時
、
利
害
關
係
あ
る
者
に
依
う
爲
さ
れ
た
る
か
y
る
陳
蓮
を
謹
擦
ε
し
て
認
容

し
得
る
も
の
冠
爲
す
≧
ピ
な
し
。

　
（
四
）
本
條
の
目
的
上
、
文
書
叉
は
其
重
要
部
分
が
自
ら
誕
載
せ
ら
れ
、
作
成
せ
ら
れ
、
提
出
せ
ら
れ
叉

は
自
ら
之
に
署
名
し
若
く
は
莫
姓
名
の
頭
文
字
を
書
し
、
叉
然
ら
ざ
れ
ぱ
、
か
、
る
交
書
ε
し
で
典
正
確
な

　
イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
警
瞳
涜
の
改
毘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
二



（鱗）

　
イ
ギ
リ
ス
に
於
す
る
留
醗
法
の
改
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
二

る
こ
ピ
k
付
き
責
k
任
ず
べ
き
ζ
と
を
書
面
k
依
う
自
ら
承
認
す
る
k
非
れ
ぱ
》
丈
書
中
の
陳
越
は
か
、
る

者
k
依
う
爲
さ
れ
た
る
も
の
ε
看
倣
さ
る
、
≧
ε
な
し
。

　
（
五
）
　
前
宗
諸
規
定
に
依
り
陳
越
を
詮
擦
ε
し
て
認
容
し
得
る
や
否
や
を
決
定
す
る
が
爲
め
k
は
、
裁
判

湧
は
陳
越
が
包
含
せ
ら
る
、
文
書
の
形
式
叉
は
内
容
、
若
く
は
其
他
の
皐
情
よ
ウ
相
當
な
る
推
断
を
爲
す
乙

ε
を
得
ぺ
く
、
叉
或
る
者
が
謁
人
ピ
し
て
揖
廷
す
る
に
適
す
る
や
否
や
を
決
定
す
る
上
に
於
て
は
、
裁
到
厨

は
登
録
せ
ら
れ
だ
る
臨
床
鵬
師
の
謹
明
書
な
蚤
ビ
云
は
る
、
謹
明
書
に
墓
き
行
爲
す
る
と
ε
を
得
。
訴
訟
が

陪
審
を
以
て
行
は
る
㌧
揚
合
k
於
て
、
、
裁
鋼
所
が
裁
鋼
の
利
害
關
係
上
陳
述
を
認
容
す
る
≧
ε
を
不
適
當
な

歩
ε
認
む
る
理
由
あ
る
ピ
き
は
、
本
條
駈
定
の
條
件
を
具
備
す
る
に
拘
ら
ず
、
裁
剣
斯
は
共
自
由
裁
量
に
從

ぴ
、
か
、
る
陳
述
を
拒
絶
す
る
こ
ε
を
得
。

置
擦
に
附
せ
ら
る
、
債
値

第
二
條
　
（
U
）
　
本
法
に
依
う
鐙
擦
ε
し
て
認
容
せ
ら
る
、
陳
蓮
に
附
せ
ら
る
べ
き
儂
値
ー
若
し
有
り
ε
す
れ
ぱ
ー

　
　
　
を
評
慣
す
る
上
に
於
て
は
、
陳
述
の
正
確
英
他
k
付
き
適
當
に
行
は
れ
得
ぺ
き
推
断
が
爲
さ
る
、
総
て
の
裏

　
　
　
情
k
封
し
考
慮
を
爲
す
べ
し
。
特
に
陳
述
が
陳
蓮
せ
ら
れ
た
る
事
實
の
襲
生
及
び
存
在
ε
同
時
k
爲
き
れ
た



る
や
否
や
の
問
題
及
び
陳
越
者
が
講
實
を
謄
匿
し
叉
は
不
實
の
瞭
蓮
を
爲
す
動
機
を
有
し
た
る
や
否
や
の
問

題
を
考
慮
す
ぺ
七
。

　
（
二
）
護
擦
を
更
に
他
の
騰
擦
に
依
り
確
謹
す
る
こ
ε
を
要
す
ε
爲
し
、
叉
は
確
澄
せ
ら
れ
ざ
る
鐙
擁
を

取
扱
ふ
べ
き
方
法
を
定
む
る
、
法
律
上
の
規
則
叉
は
實
務
の
爲
あ
k
は
、
本
法
に
依
う
讃
擦
だ
し
て
認
容
せ

ら
る
、
陳
蓮
は
、
陳
述
者
k
依
参
提
禺
せ
ら
れ
た
る
鐙
擦
の
確
離
ε
し
て
取
扱
は
る
、
と
ミ
な
し
。

　
有
致
な
る
が
爲
め
に
は
鐙
明
（
9
9
ω
冨
臨
暑
）
を
必
要
置
す
る
離
書
の
澄
明

第
三
條
　
以
下
定
む
る
ε
乙
ろ
に
從
ひ
、
民
事
叉
は
刑
事
軌
れ
の
訴
訟
泥
る
を
問
は
ず
、
有
敷
な
る
が
爲
め
k
は
談

　
　
　
明
を
必
要
ε
す
る
読
書
は
、
謹
明
者
（
帥
窪
錺
践
霞
三
鍔
o
鴇
）
に
依
ウ
羅
明
せ
ら
る
、
代
う
k
、
識
明
者
生
存

　
　
　
せ
ざ
る
場
合
k
於
て
鍵
明
せ
ら
る
べ
き
方
法
k
從
ひ
詮
明
す
る
こ
ε
を
得
。

　
　
　
　
但
本
條
の
定
む
る
ε
こ
ろ
は
慧
書
書
叉
は
共
池
の
遣
言
上
の
丈
書
の
鐙
明
k
は
共
適
用
な
し
。

（895）

　
二
十
年
を
纏
過
せ
る
文
書
に
付
て
の
推
定
…

第
四
條
民
辮
又
は
刑
辮
貌
“
の
訴
訟
π
る
を
問
は
ず
、
文
書
に
し
て
二
十
年
以
上
維
魁
せ
る
こ
ε
を
鐙
明
せ
ら
れ

　
　
　
　
イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
欝
購
法
の
改
疋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
三
晶



（8費6）

　
イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
書
詮
法
の
改
疋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
西

だ
る
も
の
、
ヌ
は
二
十
年
以
上
経
愚
せ
ウ
建
袋
は
る
、
竜
の
な
る
揚
合
k
於
て
は
、
本
法
施
行
直
前
、
三
十

年
以
上
経
過
せ
る
≧
ε
を
竈
明
せ
ら
れ
、
叉
は
三
十
年
以
上
経
過
せ
9
ピ
云
は
る
、
同
様
な
る
性
質
を
有
す

る
文
書
の
場
合
に
行
は
れ
た
る
如
何
な
る
推
定
も
行
は
る
ぺ
き
も
の
ε
す
。

　
ヂ
ヨ
，
ヂ
五
世
第
十
五
年
及
第
十
六
年
法
律
第
四
十
九
章
第
九
十
九
條
及
び
ヂ
ヨ
L
ヂ
五
澄
第
二
十
四
年
及
び
第

　
二
十
五
年
法
律
第
五
十
三
章
第
九
十
九
條
の
論
明

第
玉
條
　
一
九
二
五
年
高
等
裁
到
所
（
統
合
》
法
第
九
十
九
條
及
び
一
九
三
四
年
州
裁
判
斯
法
第
九
十
九
條
（
裁
判
所

　
　
　
手
綴
規
則
の
制
定
に
關
す
）
は
、
常
講
者
が
反
訊
問
の
爲
め
供
蓮
者
の
田
廷
を
希
望
し
、
し
か
竜
供
蓮
者
を

　
　
　
共
目
的
の
爲
め
に
出
廷
せ
し
め
得
る
に
拘
ら
ず
、
反
訊
問
の
爲
め
供
述
渚
（
（
澄
箸
器
暮
）
の
掛
姪
叉
は
不
出
延

　
　
　
を
以
て
、
誓
約
書
に
依
り
裁
到
に
際
し
特
定
事
實
を
詮
明
し
得
る
こ
ε
を
命
ず
る
命
令
が
、
訴
訟
の
如
何
な

　
　
　
る
縄
度
R
於
て
も
爲
さ
る
＼
こ
ε
を
定
む
る
裁
判
駈
の
手
績
規
珊
を
制
定
す
る
描
限
を
興
ふ
る
も
の
な
る
之

　
　
　
ε
を
こ
、
に
明
言
す
。

解
繹
及
び
除
外
例



第
六
條

（
一
）
　
本
法
k
於
て
は

　
「
文
講
」
は
帳
簿
、
地
岡
、
闘
案
、
製
圖
及
ぴ
爲
眞
を
包
含
す
。

　
「
陳
遍
」
は
口
頭
に
依
る
ε
然
ら
ざ
る
ε
を
問
は
ず
、
事
實
の
表
示
を
包
禽
す
。

　
「
訴
訟
」
は
仲
裁
判
断
及
び
審
鋼
（
言
奪
窪
8
）
を
包
含
し
、
「
裁
判
斯
」
の
意
義
は
揚
合
に
依
つ
て
適
宜
に

　
　
解
羅
す
ぺ
し
。

（
二
）
　
本
法
k
於
て
定
む
る
ε
こ
ろ
は

　
（
a
）
　
本
法
の
規
定
電
は
別
個
に
認
容
し
得
る
謹
擦
の
認
容
性
を
書
す
る
こ
ε
な
し
。
叉

　
（
b
）
　
本
法
が
制
定
せ
ら
れ
ざ
る
竜
な
ほ
陳
逮
（
高
8
一
程
薮
9
）
が
認
馨
せ
ら
れ
ざ
る
竜
の
な
る
ε
き

　
　
は
、
、
家
系
講
項
に
關
す
る
如
侮
な
る
陳
述
k
付
て
も
書
謹
の
提
出
を
得
せ
し
む
る
こ
ε
な
ζ
。

（897）

　
短
囎
（
ω
ぎ
拝
藻
ぎ
）
、
範
園
及
び
施
行
時
期

第
七
條
（
｝
）
　
本
法
は
一
九
三
八
館
鐙
蝶
法
ε
し
て
引
用
せ
ら
る
べ
し
。

　
　
　
　
（
二
）
　
本
法
は
ス
欝
ッ
ト
ラ
ソ
ド
又
は
北
部
ア
イ
ル
ラ
ソ
ド
に
は
興
数
力
を
及
ぼ
さ
ず
。

　
　
　
　
（
三
）
　
本
法
は
一
九
三
八
年
九
月
一
日
よ
O
之
を
施
行
す
。

　
　
　
　
イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
書
艶
法
の
改
毘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
蓋



イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
轡
羅
法
の
改
正

一
三
六

（898）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

　
先
づ
本
法
施
行
以
前
の
傳
聞
離
櫨
則
（
蔑
9
誘
鍾
驚
”
、
一
。
）
k
付
き
考
察
す
る
k
、
u
從
班
の
傳
聞
離
蝶
則
の
癌
本
親
念

は
、
裁
到
外
㊨
陳
蓮
は
之
を
信
悪
し
得
ぺ
き
護
言
的
断
定
ε
し
て
用
み
る
≧
臨
を
禁
止
す
る
に
在
る
（
麟
購
郵
照
）
。
即

ち
、
鐙
人
ご
し
て
呼
出
さ
れ
ざ
る
者
の
陳
述
（
口
頭
、
書
面
）
は
．
陳
蓮
せ
ら
れ
た
る
毒
實
の
眞
實
性
を
立
驚
す
る
が
爲

あ
に
認
癬
せ
ら
れ
ぬ
も
の
で
あ
る
（
酪
碗
鎚
縛
琳
雛
鳩
榊
憎
、
”
蹴
唱
閉
。
、
．
）
。
換
言
す
れ
ば
、
鐙
人
は
共
供
述
す
る
ピ
こ
ろ
の
皐
實

を
五
管
の
一
つ
に
依
つ
て
知
畳
し
な
け
れ
ば
次
ら
職
。
從
つ
て
、
其
察
實
の
存
在
を
飽
人
よ
う
聞
き
及
ん
だ
竜
の
で

あ
つ
て
壕
お
の
で
あ
亮
．
馨
．
魁
塑
廟
灘
．
．
．
鼻
）
．
イ
ギ
リ
ス
登
業
墓
ロ
鋳
し
餐
な
姦
萎
附

し
て
⑳
た
の
で
あ
る
か
ら
、
宣
誓
に
代
る
べ
き
所
謂
確
認
的
陳
蓮
（
即
尋
臼
＆
墜
）
を
認
む
る
に
至
つ
た
の
は
、
，
さ
設

で
古
い
こ
ピ
で
は
な
い
．
そ
こ
で
、
鐙
人
が
直
接
知
畳
せ
ざ
る
他
の
者
の
陳
述
に
付
き
供
逮
す
る
揚
合
に
は
i
簿
聞

鐙
擦
1
か
、
る
弛
人
の
陳
蓮
は
宣
誓
の
上
行
は
れ
な
ψ
こ
定
を
普
通
ε
す
る
。
而
し
て
、
か
、
る
他
人
の
陳
蓮
k
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
ゆ

き
説
明
す
る
瞳
人
は
、
興
蔀
實
k
付
き
反
訊
問
せ
ら
る
、
竜
大
t
て
敷
果
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
た
㎏
事
實
の
隙
蓮

（
φ
寅
言
糞
o
旨
o
＝
嘗
諒
9
）
k
付
て
の
み
反
訊
問
を
爲
し
得
る
だ
け
で
あ
る
。
ε
乙
ろ
が
、
事
賓
に
膏
て
の
反
訊
闘
ε



（899）

事
實
の
陳
蓮
k
付
て
の
反
訊
問
冠
は
、
全
く
別
個
の
事
項
ピ
云
は
ね
ぽ
な
ら
ね
。
斯
の
如
く
、
弛
人
の
陳
遠
は
共
弛

人
の
観
察
力
の
不
正
確
ε
云
ム
こ
ε
k
加
ふ
る
k
、
其
陳
蓮
を
更
に
簿
ふ
る
者
！
識
人
i
の
不
正
確
ε
云
ふ
危
瞼
が

重
ね
ら
れ
る
こ
ε
、
な
る
謁
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
か
、
る
宣
誓
せ
ざ
る
陳
遡
は
之
を
脇
擦
ε
し
て
認
容
せ
ざ
る
範
剛
が
墨
實
上
極
め
て
大
な
る
竜
の
冠
な

る
の
で
あ
つ
て
、
例
へ
ぱ
、
離
人
が
轟
伴
登
生
の
欝
時
其
事
件
を
記
録
に
留
め
て
髭
き
、
し
か
も
典
記
鎌
は
自
己
の

知
畳
k
塾
く
翼
實
の
記
録
で
あ
る
冒
を
供
述
し
た
ピ
す
る
も
、
之
を
以
て
綾
撫
ε
し
て
認
容
す
る
こ
ε
は
許
さ
れ
な

か
つ
π
の
で
あ
る
、
こ
の
場
合
爲
し
得
る
こ
ご
、
し
て
は
、
鐙
人
は
た
讐
こ
の
認
録
に
墓
き
自
己
の
寵
憶
を
新
に
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

る
位
の
こ
ε
で
あ
つ
て
、
霞
人
は
鐙
人
席
に
於
て
當
該
事
實
を
日
頭
を
以
て
陳
蓮
す
る
よ
多
外
な
い
の
で
あ
る
。
し

の

か
し
乍
ら
、
≧
の
．
鳳
則
に
甥
し
て
は
例
外
が
誕
め
ら
る
、
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
例
外
は
或
は
右
旅
期
よ
・
9
も
古
い
も

の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
云
は
る
、
の
で
あ
る
。
。
然
ら
ば
共
例
外
ε
は
如
何
な
る
竜
の
で
あ
る
か
。

　
じ
　
　
　

　
第
一
は
自
認
及
び
自
臼
で
あ
る
（
こ
の
う
ち
に
は
當
事
者
の
講
前
に
於
て
行
は
れ
覚
る
陳
述
も
包
倉
す
る
）
。
・
自
認

及
び
自
白
が
億
聞
離
媛
に
關
す
る
原
則
の
例
外
な
う
や
否
や
k
付
て
は
．
必
し
も
見
解
が
蹄
一
し
て
を
る
諦
で
は
な

い
．
て
．
プ
ソ
ソ
・
ウ
ヰ
蛋
、
多
早
ぢ
、
ビ
．
パ
ー
ト
、
ト
芽
ー
セ
ソ
等
は
皆
倒
外
詮
を
探
る
者
で
あ
ウ
、

之
姦
て
護
菟
至
嘉
墨
る
が
、
ゴ
ト
、
ウ
ー
グ
モ
ァ
護
鋳
磐
轟
し
凄
お
で
あ
る
（
誰

　
　
　
　
イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
件
縫
法
の
改
毘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
晶
七



（goo，

　
　
　
　
　
イ
ギ
リ
昇
に
於
励
る
樽
麗
法
の
改
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
八

穐
綴
）
．

　
第
ン
は
既
に
死
亡
せ
る
者
k
依
ウ
一
定
の
状
況
の
下
k
爲
き
れ
た
る
隙
越
で
あ
る
（
翻
髄
郎
岬
蹄
畿
帥
恥
憎
．
脚
噂
、
。
．
．
）
。

ト
レ
ガ
｝
七
ソ
は
傳
聞
鐙
櫨
k
關
す
る
原
則
に
劃
す
る
例
外
を
二
つ
に
分
ち
、
一
般
的
例
外
及
ぴ
特
別
的
例
外
ε
爲

し
、
Z
の
場
合
は
即
ち
特
別
的
例
外
に
鵬
す
る
も
の
ピ
し
て
ゐ
る
（
碍
。
鯉
一
即
．
．
、
）
。
而
し
て
、
死
者
の
陳
述
の
揚
合
の

主
な
五
も
の
は
之
を
二
つ
ε
す
る
こ
ε
が
出
來
る
。
即
ち
、

・
麹
つ
　
利
盆
に
反
す
る
陳
蓮
（
α
9
響
＆
窪
騨
撃
ぎ
ω
二
旨
R
o
警
）
　
之
は
金
銭
的
叉
は
財
薩
的
利
盆
k
反
す
着
陳
蓮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

で
あ
る
が
、
何
故
に
か
、
る
陳
蓮
が
謹
蝶
ε
し
て
認
容
せ
ら
る
、
も
の
で
あ
る
か
ε
嚢
へ
ぱ
、
か
、
る
揚
合
に
於
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

陳
述
の
不
實
性
（
建
。
。
島
8
＆
が
極
め
て
薄
賜
で
あ
る
が
爲
で
あ
る
ε
せ
ら
る
、
か
ら
で
あ
る
（
翻
噸
蝉
細
ρ
、
．
吻
）
。

　
　
或
る
婦
入
の
分
娩
を
爲
さ
し
め
た
外
科
麗
（
甑
に
死
亡
せ
る
）
が
興
期
日
を
記
載
し
原
簿
に
．
’
慰
療
費
の
記
載
を
爲
し
之
に
、
支
魏
濟
』
（
言
置
）
と

　
轡
添
へ
て
あ
つ
た
が
警
之
は
子
供
の
出
生
期
日
の
鐙
撮
と
な
る
も
の
と
せ
ら
れ
、
．
叉
、
吻
支
錦
濟
」
な
る
語
院
外
科
醤
の
財
産
的
利
釜
北
反
す
る
陳
翅

　
な
り
と
せ
ら
池
た
。
何
と
な
れ
ば
．
右
外
科
醤
が
若
し
騨
斜
費
講
求
の
訴
を
提
起
し
た
と
す
れ
ぱ
、
こ
の
、
支
沸
濟
』
な
る
陳
錨
ほ
被
に
封
し
不
利

　
釜
な
る
識
掘
と
な
り
，
絃
局
彼
抵
敗
訴
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
　
（
曇
鷺
3
く
。
覆
壽
言
規
、
q
。。
。
o

。
〕
矯
3
閏
聾
ざ
2
ε
舛
・
聾
鴇
駆
）

　
（
O
o
O
『
剛
o
噛
り
醇
一
φ
）
o

麹
』

義
務
履
行
上
の
陳
蓮
（
倉
9
導
暮
ざ
旨
汐
岳
0
8
畦
零
竃
身
ぐ
）
　
こ
の
揚
合
の
記
載
バ
o
鼻
蔓
）
は
義
務
の
縫



《go1）

…
績
的
蓮
鎖
（
8
暮
ぎ
き
器
o
ぎ
ぎ
）
の
最
後
の
段
階
な
る
こ
ご
が
立
覆
せ
ら
れ
、
又
興
義
務
の
曹
萢
の
履
行
愚
灘
（
窮
爵
一

8
畦
9
”
注
3
鐸
謡
諸
）
に
於
て
爲
さ
れ
セ
る
も
の
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
竃
せ
ら
る
、
の
廼
あ
る
勲
舗
。
漆
鞠
鵡
鵬
鴫
磁
鯉

黍
轟
器
、
騎
．
”
．
）
、
而
し
て
、
か
・
る
羅
蓋
響
し
て
馨
す
る
の
欝
は
誇
諸
黙
墓
為
．
黛
．
．
）
．
智
、

　
（
一
）
．
悪
意
の
動
機
（
静
韓
9
馨
＆
言
）
に
付
て
之
を
疑
ム
ベ
き
も
の
菰
き
場
合
k
は
、
警
業
の
蓮
常
の
過
程
k

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル

於
て
行
は
れ
加
記
載
は
泥
し
き
も
の
な
ム
ε
の
推
定
を
生
ず
る
。
何
ε
な
れ
ぱ
、
か
、
る
場
合
に
は
虚
儒
の
螺
實
を

陳
越
す
る
よ
互
も
、
翼
正
な
る
乙
芝
の
陳
蓮
を
爲
す
こ
ε
が
遙
か
に
蓉
易
な
ゐ
ε
せ
ら
る
、
か
ら
で
あ
る
。

（
二
）
か
・
る
記
載
は
相
互
に
確
離
す
る
（
8
暮
ζ
§
）
す
る
状
況
の
蓮
鎖
（
鴛
試
ま
凱
嚢
翼
§
邑
k
於

て
通
常
共
蓮
環
（
穿
搾
）
を
爲
す
も
の
な
る
が
故
で
あ
る
。

　
（
三
）
虚
爲
の
記
載
は
店
員
（
昏
持
）
を
し
て
其
店
主
即
ち
雇
主
k
鋤
し
而
目
を
失
は
し
む
る
之
ε
、
数
る
か
ら
で

あ
る
。

　
（
四
）
螢
業
の
途
行
上
爲
さ
る
、
記
載
の
多
く
は
、
数
人
の
調
壷
を
受
け
る
こ
冠
、
な
る
か
ら
、
誤
あ
ら
ぱ
直
に

登
見
さ
れ
る
こ
ε
、
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
（
五
）
　
之
等
認
載
k
關
す
る
辮
賓
は
麟
般
に
餓
り
多
く
の
入
に
は
知
れ
て
を
ら
ぬ
ε
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
か
、
る

記
載
の
爲
め
k
瞳
雛
法
上
の
酸
格
な
る
規
則
を
緩
和
す
る
ζ
ε
ば
、
鐘
實
の
調
壷
上
必
し
も
さ
う
で
な
く
ε
も
、
贋

　
　
　
　
　
イ
ギ
リ
λ
κ
於
け
る
牲
餓
法
の
改
毘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
九



（go2）

　
　
　
　
　
イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
昏
燈
法
の
改
毘

便
警
な
る
を
が
あ
発
め
で
あ
る
藍
．
…
．
山
．
撫
”
蝶
嘱
罪
ム
、
即
…
．
”
卑
聖
．

一
四
〇

　
　
原
告
（
醸
隅
邉
薬
蔚
）
の
管
業
の
涌
當
の
方
法
は
、
ピ
ー
ル
配
建
の
荷
鴻
寧
競
が
一
糠
夜
原
脅
の
帯
務
負
の
許
に
來
り
、
其
躍
に
呪
逞
し
た
ピ
書
ル
に
付

　
き
報
告
す
る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
，
之
に
開
し
軽
簿
に
記
入
す
る
の
で
あ
る
が
、
審
務
負
と
荷
縄
躍
滝
と
が
之
に
堺
名
す
る
の

　
で
あ
為
。
と
こ
ろ
が
、
果
し
て
ビ
ー
ル
が
被
告
の
許
に
鵬
蓮
さ
れ
た
が
否
か
聖
問
題
と
な
つ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
碍
膏
撲
皆
に
糧
し
ビ
濫
ル
何
樽

　
と
云
ふ
宿
鰻
簿
の
記
載
は
、
所
謂
嚢
務
履
行
上
の
韓
諭
と
し
て
，
寵
蓬
の
麗
擦
と
な
つ
た
の
で
あ
る
（
即
ぎ
～
鰭
R
警
臓
9
一
〔
一
呂
菖
噛
刈
o
o
蔦
汐

　
鵠
q
轍
歴
5
勾
契
・
oo
お
’
）
（
O
g
肛
o
り
唱
。
鴇
ご
β
乾
o
♂
一
堕
吻
8
0
0
，
）

　
の
　
　
の

　
第
三
は
公
文
書
中
の
陳
述
（
篤
p
汀
ヨ
6
簿
脇
8
馨
暮
ぎ
（
一
ぎ
嘆
三
げ
畠
o
o
碁
軍
首
）
で
あ
る
。
こ
の
種
の
険
冨
瑠
を
・
㌶
鑛
ビ

し
て
認
容
す
る
理
由
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
（
一
）
　
職
務
上
の
義
務
を
撰
行
す
る
上
に
於
て
機
限
あ
る
公
衆
の
代
理
人
（
建
9
0
昏
鼠
弗
c
講
。
。
o
P
ぎ
婬
瑛
o
）

に
依
ク
爲
き
れ
た
る
陳
蓮
又
は
記
載
で
あ
る
こ
ε
。

　
（
二
）
　
記
蝕
せ
ら
れ
た
る
皐
實
は
二
祓
公
衆
の
利
盆
叉
は
溜
夘
の
蛮
・
實
で
あ
る
こ
冠
。

　
（
三
）
　
か
、
る
公
的
性
質
を
有
す
る
事
實
は
宣
誓
の
上
の
読
人
訊
問
ε
訳
ム
方
法
で
は
、
之
を
碕
明
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
う
、
否
．
時
ご
し
て
は
不
可
鶴
で
あ
る
こ
ε
。

　
次
に
、
公
交
書
ご
は
如
釘
な
る
も
の
で
あ
る
か
ε
云
へ
ば
、
大
燈
次
の
獅
き
も
の
を
包
含
す
る
の
で
認
ろ
（
跨
門
、
雛
脚
、



灘
黎
戯
．
）
。
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（
輔
）

（
二
）

（
三
）

（
四
）

（
五
）

　
傅
聞
鐙
擦
に
關
す
る
原
則
に
封
す
る
例
外
は
右
に
蓮
べ
た
如
く
で
あ
る
が
、
第
糊
及
ぴ
第
二
の
鯛
外
は
貸
頭
又
は

轡
面
の
陳
蓮
を
包
倉
し
て
を
る
の
で
あ
る
が
、
之
等
に
闘
す
る
規
則
は
依
然
ε
し
て
共
重
要
佳
を
失
は
職
の
で
あ
る
。

即
ち
、
ロ
頭
の
瞭
遽
（
o
篇
マ
げ
島
鴛
銭
o
諺
）
k
適
用
せ
ら
る
、
限
う
に
於
て
は
、
右
規
則
は
新
法
に
佐
う
侮
等
の
影

響
を
被
る
と
こ
ろ
が
な
い
か
ら
で
訂
る
（
嶺
獄
瀞
櫛
）
。
ε
こ
ろ
が
．
新
法
は
文
轡
に
包
含
せ
ら
る
～
療
湛
に
蜀
し
て
は

一
大
礎
革
を
行
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
鐵
に
法
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　
そ
ζ
で
先
づ
新
法
第
顧
條
が
注
目
せ
ら
る
㌧
の
で
あ
る
が
、
同
條
第
一
項
（
菰
）
の
條
魯
が
其
備
せ
ら
れ
、
隙
鎚
藩

が
置
人
ε
し
て
訴
訟
に
於
て
呼
禺
さ
れ
た
る
揚
合
に
、
本
條
が
既
存
の
扶
律
に
如
侮
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
か
を
考
捻

　
　
　
　
イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
樽
駿
法
の
改
箆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噌
四
一

成
文
法
へ
喜
鐸
一
酵
9
）
、
國
家
の
文
警
（
OO
露
宕
評
聴
諺
）
、
窟
報
（
O
欝
窺
蓉
）

公
の
登
認
簿
（
男
3
ぎ
”
β
韓
G
錆
）

公
の
審
問
謁
脅
（
憎
＆
犀
蟹
曾
副
ぎ
嘉
）
．
灘
量
岡
（
ω
琴
く
受
の
）
、
壷
定
書
（
＞
鵠
畠
普
蒼
費
〉
、
鋼
決
鍼
（
”
8
0
憂
｝

公
の
謹
明
轡
（
O
翰
o
芝
8
識
浮
暮
岳
）

　
醒
法
九
（
O
O
着
O
簿
凱
9
・
）
、
倉
疵
（
O
婁
も
鎧
鳩
）
及
び
銀
行
業
者
（
b
韓
誉
擁
）
の
帳
簿
、
圃
般
的
嫉
巾
謎
只
回
、
㌫
一
認
一
＆

閃
幽
駒
。
8
警
u
）
、
地
踊
9
⇒
宏
）
、
簿
書
（
U
甘
氏
c
蓼
藁
読
）
、
一
覧
麗
（
6
”
9
窃
）
螺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥
　
　
帰
　
　
　
　
　
　
　
㊥
　
　
◎



《9似）

　
　
　
　
　
イ
ギ
リ
λ
κ
於
す
る
轡
詮
法
の
改
疋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
N
嵩

せ
ね
ぱ
な
ぢ
澱
。

　
本
條
の
傍
註
k
「
係
孚
事
實
（
壁
駐
ぎ
ぎ
霧
）
に
付
て
の
書
鐙
の
誌
容
性
」
と
あ
る
が
噛
と
、
に
云
あ
係
．
騨
事
賞
ε

は
、
承
認
せ
ら
れ
ざ
る
意
味
に
於
て
の
璽
鮎
陀
る
事
賓
を
指
稻
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
係
璽
察
實
（
ぎ
寵
ぎ
馨
琴
）

及
び
孚
鮎
索
蓮
喜
實
（
塗
9
の
器
一
S
・
窪
θ
ε
夢
。
冨
琶
）
の
箆
溺
k
設
で
霧
及
す
る
も
の
で
は
な
い
。
本
條
は
こ
の
爾
種

の
．
事
實
に
等
し
く
適
用
せ
ら
る
、
も
の
で
あ
つ
て
、
傍
註
文
言
の
み
に
依
つ
て
、
共
適
用
を
一
方
に
だ
け
限
定
す
ぺ

き
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一

　
右
に
も
述
べ
た
如
く
隙
述
者
が
詮
人
と
し
て
呼
出
識
れ
た
る
揚
合
に
、
交
嘗
中
に
包
含
せ
ら
る
》
陳
蓮
の
認
容
問

題
k
付
き
考
察
す
る
こ
ε
㌧
し
よ
う
臥

　
奮
法
k
從
へ
ぱ
謹
人
は
彼
が
謹
晶
一
員
す
る
暴
實
に
闘
し
文
書
叉
ば
書
面
（
鶴
錫
鵜
鋤
続
鵬
就
⑳
魏
規
融
撚
勘
堀
鋤
欺
鶏
鵬
紛
ビ
漁

漉
駅
騙
略
）
毒
照
し
、
以
異
羅
を
褻
す
歪
姜
警
砦
の
で
あ
る
易
論
こ
爺
蟻
奮
於
て
も

鍵
ウ
ば
な
い
。
而
し
て
、
こ
の
楊
合
に
於
て
は
霞
ら
文
書
を
器
め
た
る
ε
將
又
他
人
の
認
め
た
る
文
脅
の
正
し
き
こ

妻
馨
を
高
挙
、
そ
れ
は
前
黍
誓
讐
響
う
し
義
義
ね
婆
・
蓋
（
講
肇
誌
鱗
一
稚
署
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葬
㎝
騎
器
．
糧
轍
劇
8
）
。

　
ε
こ
ろ
が
、
新
法
に
於
て
は
か
、
る
文
書
の
み
な
ら
ず
、
共
弛
り
文
脅
を
略
蹴
蝶
芝
し
て
認
容
し
得
る
こ
ぜ
、
な

つ
沈
の
で
あ
る
。
即
ち
、
盤
法
の
下
に
於
て
は
皐
費
ピ
時
を
同
じ
う
し
て
認
め
ら
れ
な
か
つ
た
と
云
ぷ
理
由
k
蔵
う
，

叉
は
共
文
書
中
に
於
て
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
事
項
に
付
き
読
人
が
競
し
く
之
を
知
提
ぜ
織
ビ
云
ム
理
由
に
依
う
、
．
鑓
人

が
記
艦
を
新
k
す
る
爲
め
墾
照
し
碍
な
か
つ
だ
や
う
な
文
書
ま
で
も
誘
濃
、
蔦
し
て
認
容
し
得
る
こ
《
、
な
つ
た
め
で

　
　
　
　
　
ま

あ
る
。
然
ら
ば
、
か
、
る
文
嘗
が
請
襟
ご
し
て
認
欝
せ
ら
れ
た
る
揚
合
に
は
、
「
陳
越
が
陳
越
せ
ら
れ
た
る
楽
實
の
鞭

生
及
ぴ
存
在
ε
同
時
に
爲
き
れ
た
る
や
否
や
の
問
題
し
（
聯
剛
一
蘇
）
は
た
讐
共
離
櫨
積
紘
乃
灘
信
漂
力
の
問
題
陀
る
に
止

る
の
で
あ
る
。
從
つ
て
、
陳
蓮
者
が
五
管
の
一
つ
k
依
う
慕
實
を
知
魔
し
翼
る
揚
合
の
み
な
ら
ず
、
彼
が
飽
の
者
よ

歩
楽
實
に
付
き
聞
き
之
を
第
一
條
第
一
項
（
1
）
（
b
）
に
定
あ
ら
れ
た
る
状
況
の
下
k
認
錐
し
陀
る
揚
合
に
於
て
も
亦

鐙
擦
ε
し
て
認
容
し
得
る
次
第
で
あ
る
。

　
既
に
或
る
範
園
に
於
て
、
公
文
書
中
の
陳
蓮
、
特
に
公
の
登
記
簿
の
内
容
k
付
て
は
典
記
載
が
職
務
の
題
行
上
及

び
適
當
な
る
職
員
に
依
つ
て
行
は
れ
虎
る
揚
合
莚
於
て
は
、
縦
令
共
皐
實
の
覆
生
に
付
き
親
し
く
之
を
郊
壁
甘
ざ
る

場
倉
讐
、
之
が
爲
め
か
君
嚢
肇
謹
警
し
て
馨
し
磐
い
芸
轟
で
壕
量
事
蕩
、
鱒
，
．

隷
。
×
胞
、
露
窄
訴
瑠
塞
脚
鵠
請
剛
鋸
舞
．
画
．
、
、
露
、
剛
ψ
、
こ
の
規
則
は
私
丈
書
に
付
て
も
之
を
適
用
し
得
る
こ
ε
、
な
つ
紀
の
で
あ

　
　
　
　
　
イ
ギ
ワ
λ
に
於
け
る
聾
醗
法
の
改
沌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輔
鴻
三



（螂）

　
　
　
　
　
イ
ギ
9
λ
に
於
け
る
轡
慶
法
の
改
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
四

る
。
而
し
て
、
新
法
は
他
の
者
よ
う
聞
き
た
る
こ
ε
k
墓
く
陳
遽
の
場
合
で
あ
つ
て
も
、
共
裏
實
ε
同
時
に
記
載
が

行
は
れ
π
る
こ
ε
を
特
に
要
求
す
る
旭
の
で
は
な
い
が
、
共
記
載
は
相
當
の
敏
蓮
（
羅
器
o
琴
竃
。
讐
窪
も
葺
o
器
）
を
以

て
爲
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
も
の
建
解
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
（
嬬
峨
購
蟻
腸
徽
嚇
砒
燃
鎌
“
鴨
塑
略
伽
鋤
噌
獅
獅
鵬
ら
，
）
、
我
が
法
律
上

の
「
遍
滞
な
く
」
ε
曇
ふ
観
念
に
相
當
す
る
の
で
は
あ
る
設
い
か
。

　
同
時
（
8
見
而
響
客
3
認
2
3
9
⇔
と
鶉
ふ
覆
念
は
雀
買
と
記
載
と
が
．
全
く
時
間
的
に
同
一
で
あ
る
と
敦
ふ
こ
と
を
煮
昧
す
る
も
の
で
ほ
な
い
。
』
事

實
叢
生
の
営
時
（
巽
9
2
冒
・
）
叉
は
事
實
が
記
憶
に
新
な
る
程
度
に
於
て
察
賞
擾
生
の
後
間
も
な
く
（
葛
聾
豊
蔓
讐
o
暴
舞
島
）
で
あ
れ
ぽ
よ
い
の
で

あ
る
。
從
つ
て
、
二
翅
間
遽
れ
た
と
蛍
ふ
こ
と
は
必
し
も
同
時
と
蓉
ふ
醗
念
に
入
ら
ぬ
と
曇
ふ
こ
と
も
な
い
（
渥
～
い
雪
聴
象
〔
誘
謡
〕
幅
憎
か
・
鋳

b
・
鵠
O
崩
（
⑫
炉
》
置
・
ρ
鴇
9
象
ダ
日
・
鵠
ご
垢
O
臭
ρ
ρ
oo
＄
・
）
。
　
L
か
し
乍
ら
、
事
喪
の
襲
生
と
記
載
と
の
間
が
六
泌
聞
（
銅
～

国
毘
o
鼻
〔
寄
3
》
腺
出
o
ヨ
ω
岬
・
弓
雪
ふ
黄
）
叉
歳
六
ケ
月
（
甘
諺
3
《
o
o
ε
且
〔
濡
鵠
〕
．
b
o
ρ
や
ダ
岩
9
菖
郷
・
戸
ま
ε
縄
過
し
た
場
合
の
如

き
は
最
早
同
時
と
蓉
ふ
こ
と
を
褐
な
い
と
せ
ら
れ
た
（
孚
菅
9
・
誓
犠
捨
9
鼻
圃
。
も
・
讐
ε
。
從
つ
て
、
新
淡
⑳
下
に
於
て
も
相
常
の
敏
遽
を
以
岬
も

行
は
れ
ね
ぼ
な
ら
恥
と
解
す
る
と
し
℃
も
．
從
察
の
周
時
に
と
云
ふ
観
念
と
非
常
な
相
違
を
東
す
こ
と
に
な
る
と
ほ
思
は
れ
な
い
や
う
で
あ
る
。

　
新
法
に
於
て
は
記
錘
（
誘
8
三
）
の
何
た
る
か
k
付
て
定
義
を
與
へ
て
ゐ
な
い
。
し
か
し
、
之
に
封
し
て
は
次
の
二

個
の
例
を
墨
げ
、
以
て
其
性
質
の
何
た
る
か
を
明
か
k
す
る
≧
ε
が
出
來
る
ピ
さ
れ
る
。
即
ち
、

　
の
　
　
ゆ

　
第
一
に
或
る
人
が
或
る
時
日
に
病
院
に
入
院
し
て
ゐ
た
事
實
を
立
謹
し
よ
う
ε
す
る
揚
合
に
は
、
患
者
記
録
を
保
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管
す
る
病
院
の
記
帳
係
が
、
病
院
の
他
の
職
員
が
作
成
し
た
紙
片
（
。
。
ぎ
。
ε
へ
の
認
載
か
ら
、
其
認
載
事
項
を
篤

し
、
以
て
自
己
の
保
管
す
る
患
者
記
録
へ
記
入
し
た
る
揚
合
に
於
て
は
、
新
法
に
從
へ
ば
、
か
曳
る
記
入
は
之
を
識

撮
ε
し
て
認
容
す
る
こ
ご
が
出
來
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
盤
法
k
於
て
は
紙
片
へ
記
入
し
陀
職
員
、
即
ち
盗
接
患

者
を
取
扱
つ
泥
職
員
を
睡
人
ピ
し
て
呼
出
す
こ
ε
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
ε
こ
ろ
が
、
か
、
る
職
員
は
特
定
患
者
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

入
院
し
て
伽
た
正
確
な
る
時
日
を
思
ひ
出
す
こ
ε
は
恐
ら
く
出
來
な
い
こ
オ
で
唱
あ
ら
う
し
、
ヌ
手
控
へ
の
紙
片
が

畿
滅
せ
ら
れ
て
を
る
揚
合
に
は
、
記
帳
係
の
帳
簿
を
滲
照
す
る
こ
ε
は
許
さ
れ
ぬ
の
で
あ
る
。
何
ε
な
れ
ぱ
、
之
は

謹
人
自
身
の
作
成
し
た
る
電
の
で
も
な
く
、
叉
詮
人
が
事
實
に
照
合
し
て
典
肥
載
察
墳
の
正
し
き
こ
ε
を
確
め
た
鐸

で
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
り
　
の

　
第
二
に
商
人
（
鋒
8
寄
窃
器
）
が
其
商
品
の
配
達
を
立
詮
せ
ん
ε
す
る
場
合
に
は
、
事
實
共
配
達
の
任
に
嘗
ウ
た
る

者
を
謹
人
ε
し
で
呼
出
す
必
要
な
く
、
配
逮
を
記
入
し
た
る
帳
簿
（
織
績
的
記
鎌
で
あ
る
か
ら
）
を
謹
蝶
ε
し
て
提
出

す
る
を
を
嚢
く
、
之
を
望
選
籍
あ
癒
竈
警
せ
ら
る
、
の
で
あ
る
（
譜
灘
）
．
勿
馨
の
雛

は
配
逮
人
自
ら
嘗
該
商
品
を
配
逮
し
た
る
旨
を
ロ
頭
叉
は
書
面
に
よ
う
報
皆
し
、
乙
の
報
告
に
茶
嚢
店
員
（
。
一
包
《
）
が

普
蓮
の
替
業
愚
程
に
於
て
記
入
し
π
帳
簿
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
の
。
か
、
る
記
銀
は
唯
扁
ゆ
認
容
せ
ら
る
べ
き
傳
聞
離

擦
で
あ
る
。
從
つ
て
、
か
、
る
記
録
の
藁
庭
を
爲
す
報
告
者
の
知
畳
は
、
報
告
者
自
ら
の
知
憂
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
イ
ギ
9
ス
に
於
け
る
碑
腔
法
の
改
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
田
五
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イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
欝
燈
法
の
改
雄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
六

殻
に
若
し
報
皆
者
の
知
畳
に
し
℃
霞
接
の
知
畳
（
津
畢
ぎ
民
ぎ
9
膏
“
鳴
）
で
な
ψ
な
ら
ば
、
か
．
、
る
者
の
報
皆
に
墓

い
て
作
成
せ
ら
れ
泥
る
記
銀
乃
至
文
書
は
新
法
ε
難
も
之
を
霞
櫨
ε
し
て
認
容
せ
ざ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
各
種
の
航
海
日
誌
（
一
虞
げ
8
詐
）
、
ル
ー
タ
蓼
、
共
他
自
働
的
k
記
錬
を
爲
す
も
の
、
氣
象
上
の
記
銀
、
ン
ソ
シ
タ

色
叉
は
窟
師
k
依
る
手
控
等
は
之
を
一
慮
記
．
録
中
k
包
含
せ
し
め
て
よ
い
で
あ
ら
う
。
し
か
し
乍
ら
、
目
ら
進
ん
で

義
務
と
し
て
記
録
を
作
成
し
た
る
揚
合
k
は
、
か
、
る
記
鍼
k
依
る
陳
述
は
の
窃
己
の
知
畳
に
依
る
記
録
事
項
の
範

園
内
に
於
て
の
み
之
を
詮
擦
す
し
て
認
容
し
得
る
も
の
と
云
ふ
べ
き
で
あ
5
。
な
鷹
、
認
録
は
必
し
も
一
人
の
み
に

依
つ
て
作
成
せ
ら
る
㌧
こ
ε
を
要
し
刎
い
。
数
人
が
之
を
作
成
す
る
も
妨
げ
瞭
ε
≧
ろ
で
あ
る
。

　
斯
の
如
く
、
文
審
を
鐙
撫
ピ
し
て
提
出
し
得
る
結
果
は
、
陳
蓮
者
が
鐙
人
ε
し
て
呼
出
さ
れ
た
る
揚
合
k
於
て
も
、

墨
謹
賛
任
を
輕
減
す
る
こ
定
、
な
る
の
で
あ
る
。
何
ピ
な
れ
ば
、
謹
人
は
典
交
書
を
肖
ら
作
成
し
た
5
も
の
な
塾
や
隔

叉
、
之
に
依
つ
て
取
扱
は
れ
て
を
る
事
項
を
親
し
く
知
畳
す
る
も
の
な
う
や
を
訊
問
せ
ら
る
、
こ
ε
を
要
す
る
の
み

で
あ
つ
て
、
そ
れ
以
上
何
等
の
訊
問
を
せ
ら
る
、
こ
ε
な
く
、
陳
述
を
鐙
縷
ピ
し
て
．
提
鐵
し
得
5
か
ら
で
あ
る
。
之

は
憲
門
的
重
要
事
項
の
揚
合
k
於
て
は
、
例
へ
ぱ
死
因
登
見
の
爲
め
k
す
る
死
膿
の
騎
學
的
槍
登
へ
智
箪
ミ
ミ
ミ
餌
臭
竃

鱒葺

ぎ
珪
o
己
叉
は
雌
術
的
報
告
等
の
揚
合
k
於
て
、
大
い
に
利
盆
あ
る
も
の
ε
せ
ら
る
、
の
で
あ
る
。
更
に
叉
．
之

は
筏
難
せ
る
專
門
的
事
貸
叉
は
謹
人
が
其
記
録
k
留
め
た
る
箏
件
を
登
然
忘
却
せ
る
揚
合
に
於
て
も
、
其
利
盆
は
大



な
る
の
み
な
ら
ず
時
間
の
節
約
も
亦
著
し
き
も
の
あ
ウ
ε
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
新
法
に
於
て
誕
容
せ
ら
れ
ざ
る
丈
轡
ピ
雛
も
、
記
憶
を
新
に
す
る
爲
あ
之
を
用
ひ
得
る
楊
合
の
存
す
る
こ
亡
あ
る

は
勿
論
で
あ
る
。
何
ε
な
れ
ぱ
睡
人
は
樹
ち
作
成
せ
ざ
る
丈
書
に
依
う
共
認
憶
を
新
に
爲
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
葡

し
て
あ
揚
食
笑
の
舞
婁
備
詰
婆
ら
轟
．
轟
．
噛
難
．
淺
騨
鐙
鳶
謙
％
．
。
．
、
3
）
．

　
　
　
　
　
ら

　
（
輔
）
・
．
か
㌔
る
文
嘗
が
鐙
人
の
面
前
で
作
成
せ
ら
れ
た
る
Z
ε
。

　
（
二
》
　
專
實
が
記
憶
k
新
し
く
（
ぎ
当
）
護
人
が
文
書
中
の
陳
蓮
k
し
て
正
確
な
る
こ
足
を
知
れ
る
揚
合
。

　
　
　
　
ノ

　
　
（
イ
）
　
共
交
書
k
劃
し
鐙
人
が
承
認
を
奥
へ
た
る
こ
ピ
。

　
　
（
戸
）
　
燈
人
が
典
文
書
を
調
査
し
誤
な
き
≧
ピ
を
認
め
た
る
Z
ε
。

（go9）

　
昌
昌
ヤ
当
1
〃
州
民
法
第
一
八
四
八
條
は
次
の
如
く
規
定
し
て
ゐ
る
o

　
．
盟
人
は
串
實
硬
往
の
欝
時
又
は
甚
潰
後
、
蒲
く
ほ
蟷
賢
が
謹
人
の
認
憶
に
衛
に
し
て
其
事
寛
ボ
文
聾
中
に
正
確
に
陳
翅
せ
ら
れ
た
そ
こ
と
を
知
る

と
き
ほ
其
他
の
時
期
に
於
て
、
識
人
自
ら
認
め
た
る
叉
ほ
其
指
闘
の
下
に
認
め
ら
れ
た
る
文
宙
に
催
0
、
興
欝
實
に
躍
し
記
憶
を
新
に
す
る
こ
と
を
訪

さ
る
。
然
し
乍
ら
、
か
玉
る
場
合
に
於
て
ほ
典
丈
書
健
之
ウ
提
出
す
る
こ
と
か
要
し
、
梱
手
方
た
る
當
串
漕
ほ
之
ウ
閲
箆
す
る
こ
と
を
響
べ
く
、
碧
し
共

常
審
麿
に
し
て
欲
ナ
る
な
ら
ぽ
、
之
に
飛
き
霞
人
か
反
訊
問
し
、
之
を
陪
審
員
に
封
し
騨
聞
か
す
こ
と
を
欝
べ
し
。
護
人
ほ
又
特
定
寧
貿
に
付
き
之
を

記
憶
に
鴇
め
ざ
る
と
き
と
睡
も
、
か
玉
る
丈
欝
に
鶴
き
謹
冒
を
爲
す
こ
と
を
碍
。
然
れ
く
も
、
か
』
る
置
撒
儀
之
を
認
容
す
る
に
注
意
を
要
す
べ
し
。
』

　
次
に
イ
γ
ド
諭
擦
法
第
一
五
九
條
ほ
次
の
如
く
規
定
し
て
ゐ
る
。

　
　
　
　
イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
轡
諺
法
⑳
改
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
七



（侃o，

　
　
　
　
　
馳
4
ギ
リ
ス
に
於
砂
る
愈
“
醗
法
の
改
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
八

　
　
、
謹
人
ほ
訊
問
を
受
く
る
間
に
於
て
ほ
、
其
訊
悶
せ
ら
る
玉
箏
件
の
常
時
叉
は
其
事
件
が
霞
人
の
肥
憶
に
新
な
り
と
城
鋼
所
が
患
考
す
る
秘
魔
の

　
事
件
後
の
時
期
に
於
て
．
鐙
人
自
ら
作
成
し
た
る
文
書
を
壼
照
す
る
こ
と
に
依
り
、
藁
寵
憶
を
珊
た
に
す
る
、
｝
と
を
得
。

　
　
霞
人
ほ
叉
他
の
麿
に
侠
つ
て
作
成
せ
ら
れ
た
る
交
書
に
し
て
置
人
が
前
蓮
の
期
間
内
に
之
を
、
謎
み
、
其
調
み
た
る
と
き
正
し
き
も
の
な
る
こ
と
な

　
知
り
た
る
場
合
に
ほ
、
か
』
．
る
交
書
を
灘
職
す
る
こ
と
を
得
o

　
踵
八
ガ
交
書
を
滲
照
し
て
記
憶
を
新
た
に
し
露
る
場
合
に
ほ
．
裁
朔
所
の
許
可
を
鱒
て
か
』
る
丈
書
の
謄
木
を
夢
照
し
籍
べ
L
。

　
　
但
識
釧
析
ほ
原
本
を
提
出
せ
ざ
る
こ
と
に
付
き
十
分
な
る
理
由
あ
る
こ
と
を
認
め
た
る
こ
と
を
要
す
o

　
　
專
門
家
に
廓
門
的
論
文
を
滲
照
し
興
記
憶
を
薪
に
す
る
こ
と
を
徳
o

　
新
法
第
一
條
第
四
項
は
丈
書
中
の
陳
述
は
之
を
爲
し
π
ε
主
張
さ
れ
る
人
k
依
り
自
ら
爲
さ
れ
た
る
か
、
又
は
共

正
確
な
る
≧
ε
に
付
き
共
賛
に
任
ず
る
か
、
之
等
の
顯
に
封
し
書
竈
の
存
在
を
要
求
し
て
を
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
、

之
が
爲
め
k
は
裁
釧
所
は
當
該
陳
述
を
包
含
す
る
文
書
の
形
式
叉
は
内
塔
叉
或
は
勉
の
事
情
か
ら
相
當
な
る
推
漸
を

爲
し
得
る
の
で
あ
る
（
攣
殿
）
．
換
言
す
れ
ば
、
交
審
寮
愚
壽
付
高
題
茎
じ
、
し
な
陳
磐
薪
碧
得

ざ
る
揚
合
は
、
裁
醐
一
厨
は
各
揚
合
の
事
情
k
径
び
、
或
は
文
書
の
調
査
を
以
て
満
足
す
る
こ
置
を
得
べ
く
、
叉
或
は

蟷
の
十
分
鐙
娯
を
要
求
し
得
る
の
で
あ
る
。

　
な
ぼ
油
意
を
要
す
る
こ
ε
は
、
陳
述
が
確
定
し
得
べ
き
事
實
k
付
て
の
曇
を
包
會
す
る
訴
謬
が
繋
厨
し
叉
は
豫
期
．

せ
ら
れ
だ
る
當
時
、
利
審
關
係
あ
る
者
に
依
ム
爲
さ
れ
た
る
か
、
る
陳
蓮
は
之
を
置
撫
ε
し
て
認
容
さ
れ
の
こ
定
で

あ
る
（
攣
獺
）
．
あ
顯
特
て
幾
蓬
ぺ
髪
ミ
す
る
．
　
　
　
　
　
（
未
完
）


